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要 約

太平洋北部系群（青森～茨城県）の漁獲量は、加入量の減少に伴い、2000年（2,542ト

ン）以降減少傾向を示しており、2004年は1,170トンまで減少した。しかし2004年級の加

入量が増加したため、2005年の漁獲量は1,348トン（暫定値）に増加した。コホート解析

によると、資源量は1996年から2004年まで単調に減少しており、2004年の資源量は過去15

年間で下から５番目に低い状態であった。一方、漁獲状況の調査結果より、2004年級（20

05年秋から2007年夏までの漁獲の主体）の資源量は2003年級の約2.5倍に増加したと推察

された。さらに、着底稚魚密度の調査から、2005年級の資源量は2004年級よりも多いと推

察された。以上のことから、資源量水準は低位、動向は増加であると判断した。５年後

（2011年）の産卵親魚量（雌）が過去15年間の中位水準となるようなFをFlimit、0.8×

をFtargetとし、それぞれのFにおける推定漁獲量をABClimit、ABCtargetとした（AFlimit
BC算定のための基本規則１－３)－(３)）。

2007年ＡＢＣ 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABClimit 1.22千トン Fsim 0.69 45％

ABCtarget 1.05千トン 0.8×Fsim 0.55 39％

10トン未満を四捨五入 Fsim = 0.91×Fcurrent

年 資源量(千トン) 漁獲量(千トン) Ｆ値 漁獲割合

2004 2.38 1.17 0.76 49％

2005 2.80 1.35(概算値) － －

2006 －

ABC、資源量、Ｆ，漁獲割合は漁獲年度（７月～翌年６月）の値、漁獲量

は暦年（１～12月）の値である。

水準：低位 動向：増加

１．まえがき

ヒラメは日本のほぼ全域に分布している。東北海域（青森～茨城県）では、毎年1,000

～2,500トン程度漁獲されている重要な沿岸漁業資源の一つであり、刺し網、定置網、小

型底びき網、沖合底びき網漁業などにより漁獲されている。1990年代後半より、30cm未満

（一部地域では35cm未満）の漁獲物の再放流が実施されている。漁獲量は約20年周期で増



減を繰り返しており、2004年に最低であった漁獲量は2005年より増加に転じたとみられる。

太平洋北部系群において、北部（青森県，岩手県）と南部（宮城県，福島県，茨城県）

の漁獲量の変動様式は、長期的には一致しているが、短期的には多少の差異が認められる。

このため、南部（福島県および東北水研の調査データを用いて引き延ばし）と北部（青森

県および東北水研の調査データを用いて引き延ばし）を区別してコホート解析を試みた。

しかし北部に関しては情報量が少ないことから参考扱いとし（補足資料１参照）、資源評

価ならびに管理方策は南部の解析結果を海域全体に引き延ばした数値を用いた。解析に利

用できるデータが整備・蓄積されている地域が限られていること、生活史特性値の情報が

不足していることから、解析に当たってはいくつかの仮定をおいている。今後は生物学的

調査による生活史特性値およびその年変動の把握、漁獲物に関する情報の整備により、資

源解析の精度を高める必要がある。その結果として、着底稚魚密度（０歳）を用いた加入

量（１歳）の早期推定、親子関係の解明、加入量変動機構の解明が期待される。なお、本

海域では７月から翌年６月までを漁獲年度とし、年別漁獲量以外の解析は全て漁獲年度で

集計した値を用いて解析している。

東北海域においてもヒラメの種苗放流が盛んに行われており、2004年は466万尾の放流

が行われた。近年、放流がヒラメの資源動態に及ぼす影響に関する生態学的な知見が蓄積

されつつあるが、まだ不明の点が多い。資源解析的な手法を併用して、放流効果ならびに

天然資源に及ぼす影響を明らかにする必要がある。

２．生態

（１）分布・回遊

東北海域では、５～９月に水深30ｍ付近の粗砂および砂礫地帯で産卵する。卵は分離浮

遊卵で、水温15℃では約60時間、水温20℃では約35時間で孵化する（安永， ）。孵1988
化仔魚は水温16℃では約40日間、水温19度では約30日間の浮遊生活を送った後、変態・着

底が完了する（ ，1986）。着底稚魚は水深10ｍ以浅の砂または砂泥域で過ごSeikai et al.
し、全長7～10ｃｍになると次第に深所に移動する。当歳魚は秋～冬には水深30ｍ以深の

砂または砂泥域で過ごし、春に再び水深10～30ｍ付近に接岸する。2歳以上の個体は、主

に水深40ｍ以深の陸棚に生息し、その主分布域は100ｍ以浅である（図１）。

岩手県沿岸は陸棚域が狭いためヒラメの分

布量は相対的に少ない。また岩手県中～南部

沿岸は親潮第１分枝の影響を強く受けるため

比較的低水温であり、ヒラメの南北交流の障

壁になっている可能性がある。標識放流の結

果では岩手県や青森県沿岸で放流されたもの

は北に移動する傾向が強く(石戸，1990)、宮

城県や茨城県沿岸で放流されたものは逆に放

流地点よりも南で再捕される傾向がある（二

平ほか，1988)。これらのことから、太平洋

北部系群は岩手～青森県と宮城県以南の２つ

の群に分かれている可能性がある。

図１．ヒラメ太平洋北部系群の分布.





（５）その他

ヒラメの漁獲量は1997年に最高になった。これは1994年および1995年級群の加入量が卓

越していたためである(渡邉・藤田，2000）。太平洋北部系群ではこれ以前にも 年、1971
年および 年と、数年ごとに卓越年級群が発生している（太平洋北ブロック資1978 1984

源管理型漁業推進協議会，1994）が、その要因の詳細は明らかではない。

また、ネオヘテロボツリウム症がヒラメ資源に悪影響を及ぼすことが懸念されているが、

東北海域では2003・2004年に寄生率が急減し（冨山ほか, 2005）、2005年も寄生率は高く

ない。

３．漁業の状況

（１）漁業の概要

東北海域ではヒラメは沖合底曳網・小型底曳網・刺網・定置網等により漁獲されている。

漁業は周年行われているが、１歳魚が漁業に加入する秋に漁獲量が増加する。近年、資源

の保護・管理を目的として、漁具漁

法、目合制限、操業時期などのさま

ざまな規制処置が行われている。特

に全長制限（30cm、一部地域では35

cm）が各県で実施されており、小型

魚（当歳魚）の漁獲は非常に少なく

なった(図３)。漁獲物は、尾数、重

量ともに１歳と２歳が主体となって

いる（図５，６参照）。

（２）漁獲量の推移

東北海域におけるヒラメの漁獲量

は約20年周期の長期的な変動を示し

ている。1994年まで1,000トン弱程度

の低水準で推移していた漁獲量は、1

995年以降は増加傾向を示し、1997年

には2,674トンに達した。1996～2002

年は2,000～2,700トンの間を推移し

ていたが、2000年以降は減少に転じ、

2004年には1,170トンまで落ち込んだ

（図４、表１）。これは2000年級（

2001年に漁獲加入）以降の加入が低調であったことが主な要因であると考えられる（図９、

10参照）。2004年級の加入（2005年夏季）が増加したことに伴い、2005年の漁獲量は1,34

8トンに増加した。漁獲量の長期的な変動の様相は北部（青森県・岩手県）と南部（宮城

県～茨城県）で共通しているが、年ごとの変動は両者で若干異なる。例えば南部で顕著で

あった1994、1995年の卓越年級群発生に伴う1995年以降の漁獲量の急増は、北部では顕著

ではない。一方、北部では1999年級群の発生量が多く2000年の漁獲量は急増したが、南部

図３．平成17年、岩手，宮城，福島県における

漁獲物の全長組成と，青森県，茨城県における

調査個体の全長組成．新たな加入がある前（１

～６月）と後（７～12月）を区別して集計した．
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４．資源の状態

（１）資源評価の方法

（目標とする解析）

漁獲物の体長組成を性別の年齢組成に分解して、雌雄別にコホート解析を行う。その結

果を基に、親子関係を調べ、Fmsyによる資源管理を行う。また、新規加入量調査から推定

される着底稚魚密度とコホート解析から推定される加入時（１歳）の資源量の関係を明ら

かにして、着底密度から翌年の加入資源量を推定する。

（本年度の解析）

漁獲物の体長組成を性別年齢組成に分解するためには、性別の を用いるage-length key
のが一般的である。現在コホート解析に利用しているのは、数年間の調査・解析結果をプ

ールして作成した性別 （プールA-L key）である。この を用いると、前age-length key key
後の年級と比較して相対的に資源量が高い年級群の豊度を過小に、低い年級群の豊度を過

大に評価することになる。また、年級群による成長の違いに対応できない。従って、性別

は、適用するたびに随時作成することが理想的である。東北水研では2003age-length key
年より、毎年６月と10月に福島県相馬原釜市場の水揚げ物の年齢を査定して、性別

を作成している。この を用いて、福島県で水揚げされた漁獲物の体長age-length key key
組成から、雌雄ごとに１歳および２歳の漁獲尾数を推定した。それ以外の月は、６月およ

び10月の雌雄別各齢における全長（平均値±標準偏差）から推定される各月雌雄別の全長

（平均値±標準偏差）を初期値として、体長組成を複数の正規分布に分解して雌雄それぞ

れの１歳および２歳の漁獲尾数を推定した。このようにして各月ごとに求めた漁獲尾数を

集計し、１～６月、７～12月の１歳、２歳の漁獲尾数を雌雄別に推定した。これらの値は、

2002～2005年に１歳で加入した年級群（2001～2004年級）豊度の指標として用いた。

一方、コホート解析を行うためには長期間の年齢別漁獲尾数のデータが必要であるため、

プールA-L keyを用いて漁獲物の体長組成を性別年齢組成に分解した。このデータを用い

て雌雄別にコホート解析を行い、近年の資源変動の構造およびＦの操作による適切な資源

管理手法を検討した。本年も福島県（1990～2004年）の水揚げ物調査データを用いて解析

し、その結果をもとに太平洋北部系群の資源管理を検討した。並行して、青森県（1998～

2004年）の漁獲物のコホート解析を行った（補足資料１参照）が、解析方法について再検

討を要するとの判断から本年のABCの計算には用いなかった。

（今後の計画）

６月と10月に行う性別 を作成するための調査は20年度まで継続して、精age-length key
度の高い雌雄別年齢別漁獲尾数の推定値を求めるとともに、過去に遡って高い精度で雌雄

表２．ヒラメの種苗放流実績（千尾）.「栽培漁業種苗生産、入手・放流実績（全国）」より
1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

青森県 2,341 1,885 1,909 1,772 1,896 1,528 1,677 1,502 816 303
岩手県 287 41 94 75 239 701 1,158 1,204 1,335 1,353
宮城県 839 551 487 709 924 1,155 1,119 1,028 1,116 899
福島県 436 1,015 1,104 1,150 1,015 1,050 1,034 1,054 439 1,120
茨城県 254 631 584 820 1,428 1,358 1,056 785 850 984
合 計 4,157 4,123 4,178 4,526 5,502 5,792 6,044 5,573 4,556 4,659







表３．太平洋北部系群のコホート解析の結果. 福島県の漁獲物体長組成を海域全体

に引き延ばし、雌雄・年齢分解した. 年齢分解には複数年の調査結果をプールして

作成した性別age-length keyを使用.

年齢別漁獲尾数(x10^3 尾)（雌）
年齢/漁期年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

1 174.0 225.2 203.0 62.2 142.6 946.4 1254.5 459.5 673.8 410.1 423.1 387.7 306.2 143.6 184.3
2 112.2 75.8 112.9 96.7 91.8 334.1 630.5 677.1 457.6 422.7 349.5 459.5 313.6 249.6 177.7
3 44.5 36.6 40.5 49.1 35.0 76.9 166.8 242.3 175.7 164.0 123.0 143.5 116.0 112.7 82.1
4 10.1 11.4 9.1 11.6 10.3 7.5 16.8 36.8 43.3 34.0 27.0 22.4 21.9 25.5 24.6
5+ 8.9 9.1 10.4 12.2 10.7 7.9 14.0 19.1 28.4 25.2 29.4 21.0 17.2 24.8 29.7

合計 349.8 358.1 375.9 231.9 290.3 1372.8 2082.6 1434.8 1378.9 1056.0 952.0 1034.1 775.0 556.2 498.3
漁獲量(t) 372.6 348.1 384.8 323.8 323.1 1080.9 1802.8 1658.8 1459.3 1216.5 1061.5 1154.3 876.7 756.6 658.3

年齢別資源尾数(x10^3 尾)（雌）
年齢/年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

1 428.7 549.8 480.4 420.5 1,071.9 2,506.7 2,784.2 1,538.1 1,656.6 1,325.4 1,449.0 1,183.4 905.2 563.2 603.9
2 221.2 190.8 242.9 206.6 284.8 740.5 1,179.8 1,127.4 833.1 736.1 705.1 793.6 610.2 458.1 327.2
3 94.5 78.3 86.4 95.3 80.4 148.2 299.4 388.7 304.2 263.3 216.2 256.9 229.6 212.2 146.6
4 30.4 36.5 30.5 33.6 33.0 33.7 50.9 92.5 96.9 88.4 65.7 64.4 79.0 81.6 70.6
5+ 26.8 29.2 34.8 35.4 34.5 35.8 42.4 48.0 63.5 65.4 71.4 60.4 62.2 79.2 85.1

合計 801.6 884.6 875.0 791.3 1,504.5 3,464.9 4,356.7 3,194.7 2,954.3 2,478.6 2,507.4 2,358.8 1,886.2 1,394.4 1,233.5

F-Matrix（雌）
Age/Year 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

1 0.60 0.61 0.63 0.18 0.16 0.54 0.69 0.40 0.60 0.42 0.39 0.45 0.47 0.33 0.41
2 0.83 0.58 0.73 0.73 0.44 0.70 0.90 1.10 0.94 1.02 0.80 1.03 0.85 0.93 0.92
3 0.74 0.73 0.73 0.85 0.66 0.86 0.96 1.18 1.03 1.18 1.00 0.97 0.82 0.89 0.97
4 0.46 0.42 0.40 0.48 0.42 0.28 0.46 0.58 0.69 0.56 0.61 0.49 0.37 0.43 0.49
5+ 0.46 0.42 0.40 0.48 0.42 0.28 0.46 0.58 0.69 0.56 0.61 0.49 0.37 0.43 0.49

Weight.Aveg. 0.68 0.60 0.66 0.58 0.33 0.60 0.77 0.87 0.77 0.78 0.63 0.78 0.67 0.72 0.70
Fbar 0.62 0.55 0.58 0.55 0.42 0.53 0.69 0.77 0.79 0.75 0.68 0.69 0.58 0.60 0.66

年齢別資源重量 (ton)（雌）
Age/Year 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

1 227.3 291.6 254.8 223.0 568.5 1,329.4 1,476.6 815.7 878.6 702.9 768.5 627.6 480.1 298.7 320.3
2 247.9 213.8 272.2 231.5 319.2 829.9 1,322.2 1,263.5 933.7 825.0 790.2 889.4 683.8 513.4 366.7
3 181.2 150.1 165.7 182.7 154.1 284.3 574.1 745.3 583.4 504.9 414.5 492.6 440.3 407.0 281.2
4 87.3 104.8 87.5 96.5 94.7 96.7 146.3 265.7 278.3 254.0 188.9 185.1 227.0 234.5 202.8
5+ 120.3 131.1 156.5 158.8 154.8 160.7 190.7 215.7 285.5 293.9 320.9 271.5 279.4 355.9 382.3

Total 864.1 891.5 936.8 892.6 1,291.3 2,701.0 3,709.9 3,305.8 2,959.3 2,580.7 2,482.9 2,466.2 2,110.6 1,809.5 1,553.2
SSB 388.8 386.1 409.8 438.0 403.6 541.7 911.1 1,226.6 1,147.1 1,052.8 924.2 949.2 946.7 997.4 866.2

年齢別漁獲尾数(x10^3 尾)（雄）
年齢/漁期年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

1 243.9 280.7 289.7 95.0 237.0 1568.5 2308.1 714.4 1090.0 655.2 795.1 645.3 498.1 228.9 301.4
2 172.4 111.5 186.8 115.9 176.5 933.6 1265.8 939.1 864.8 676.5 552.0 735.1 489.0 281.5 261.1
3 17.4 10.4 19.4 12.6 17.7 92.4 118.5 101.9 85.5 69.8 55.4 75.0 50.5 30.8 27.9
4 1.4 1.3 1.8 2.0 1.0 1.5 6.5 11.3 7.0 7.3 5.6 4.9 6.0 5.3 3.7
5+ 1.6 2.4 3.0 2.8 2.0 2.5 4.1 8.8 10.2 8.7 9.0 4.9 6.7 8.0 8.7

合計 436.8 406.3 500.7 228.3 434.3 2598.5 3702.9 1775.4 2057.6 1417.5 1417.2 1465.2 1050.4 554.5 602.8
漁獲量(t) 254.0 221.8 290.1 145.7 254.4 1462.8 2065.4 1120.1 1216.6 870.0 828.8 900.9 641.9 356.5 370.9

年齢別資源尾数(x10^3 尾)（雄）
年齢/年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

1 500.9 632.7 553.1 603.0 1929.8 3861.5 4198.1 2239.5 2380.3 1749.0 2117.8 1534.3 1051.2 703.2 759.8
2 227.2 174.8 245.1 175.1 385.7 1293.8 1623.1 1232.6 1113.7 891.8 783.8 947.6 625.4 379.1 345.7
3 31.5 24.8 37.8 26.0 34.1 144.6 183.7 147.0 131.2 104.1 97.5 123.3 89.2 55.5 46.8
4 11.5 9.1 10.2 12.3 9.1 10.9 31.1 38.5 24.6 26.7 19.5 27.1 29.9 25.0 16.0
5+ 13.2 16.5 16.7 16.7 18.4 18.8 19.6 30.2 35.7 31.8 31.4 26.8 33.3 37.9 37.3

合計 784.2 858.0 862.8 833.1 2377.1 5329.5 6055.6 3687.7 3685.5 2803.4 3050.1 2659.0 1829.0 1200.7 1205.5

F-Matrix（雄）
Age/Year 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

1 0.80 0.70 0.90 0.20 0.15 0.62 0.98 0.45 0.73 0.55 0.55 0.65 0.77 0.46 0.60
2 1.96 1.28 1.99 1.39 0.73 1.70 2.15 1.99 2.12 1.96 1.60 2.11 2.17 1.84 1.94
3 0.99 0.64 0.87 0.79 0.89 1.29 1.31 1.54 1.34 1.42 1.03 1.17 1.02 0.99 1.13
4 0.15 0.18 0.23 0.21 0.13 0.16 0.27 0.40 0.39 0.37 0.39 0.23 0.26 0.27 0.31
5+ 0.15 0.18 0.23 0.21 0.13 0.16 0.27 0.40 0.39 0.37 0.39 0.23 0.26 0.27 0.31

Weight.Aveg. 1.26 0.85 1.30 0.83 0.42 1.03 1.39 1.33 1.34 1.27 0.98 1.41 1.43 1.19 1.20
Fbar 0.81 0.60 0.84 0.56 0.41 0.79 1.00 0.96 1.00 0.94 0.79 0.88 0.90 0.77 0.85

年齢別資源重量 (ton)（雄）
Age/Year 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

1 224.7 283.8 248.1 270.5 865.7 1732.3 1883.3 1004.6 1067.8 784.6 950.0 688.3 471.6 315.5 340.8
2 160.0 123.1 172.5 123.3 271.6 911.0 1142.8 867.9 784.1 627.9 551.9 667.2 440.3 266.9 243.4
3 32.2 25.4 38.6 26.6 34.8 147.9 187.9 150.4 134.2 106.5 99.7 126.1 91.3 56.7 47.9
4 16.1 12.8 14.3 17.3 12.8 15.2 43.6 54.0 34.5 37.5 27.4 38.0 41.9 35.0 22.4
5+ 27.5 34.4 34.9 34.9 38.4 39.2 40.9 63.0 74.6 66.3 65.6 55.9 69.5 79.1 77.8

Total 460.4 479.6 508.5 472.5 1223.3 2845.6 3298.5 2139.9 2095.2 1622.8 1694.7 1575.4 1114.5 753.3 732.4
SSB 75.8 72.6 87.8 78.7 86.0 202.3 272.3 267.3 243.3 210.3 192.7 219.9 202.6 170.9 148.1



1990年代後半以降の漁獲量の推移（図４）、プール と福島県の漁獲物データをA-L key
用いて得られた年齢別漁獲尾数の推移（図５）、コホート解析の結果（図７～９, 表３）、

2003年以降年２回作成している性別 による年齢分解の結果（図10）、新規age-length key
加入量調査の結果（補足資料２）から、太平洋北部における近年のヒラメ資源量の推移は

以下のようにまとめられる。1994、95年に発生した卓越年級により、資源量は急増した。

94、95年級に由来する産卵親魚量が大きかったこともあって、その後の加入量水準は比較

的高く、2000年までの年級群豊度は比較的高い水準を維持していた。2000年以降、加入量

は減少し低水準となり、2004年の資源量水準は1990年代後半と比べると大幅に減少した。

しかし2004年および2005年に漁獲加入した2003年級群および2004年級群の豊度は2002年級

群のそれぞれ約２倍、約５倍と推定された。また、新規加入量調査やその後の調査、漁業

情報から2005年級群の豊度が非常に高いと予想される。これらのことから資源量は増加し

ていると考えられる。

（５）資源水準・動向

漁獲量（1984～2005年）、コホート解析から推定された資源量（1990～2004年）、漁獲

物の年齢組成（2003～2005年）、着底稚魚密度（2000～2005年）の情報から、ヒラメ太平

洋北部系群の資源量は2002年級群までは減少傾向にあったがその後増加に転じていると判

断できる。2004年漁獲年度（７月～2005年６月）の資源量は過去15年のうち５番目に低く、

資源尾数は６番目に低いことから、資源水準は低位であると考えられる。

資源水準：低位 資源動向：増加

５．資源管理の方策

(１）資源と漁獲の関係

1970年以降の漁獲量の推移（図４）から、10年に一度程度の頻度で発生する卓越年級に

よって漁獲量が急増し、その後数年でそれ以前の水準にもどることを繰り返していること

が見てとれる。1997年以降において、産卵親魚量の漸減に伴って１歳魚の加入尾数が減少

していることから、卓越年級群発生年を除いて、親子関係は比較的安定していると思われ

れる。卓越年級群の発生により急増した資源をできるだけ長期的に利用するためには、産

卵親魚量や、繁殖成功度が高いと思われる高齢魚の資源量を一定レベル以上に維持する必

要があると考えられる。また、1990年代後半から数年間続いた高水準の漁獲量は、漁獲物

の全長規制によって成長乱獲を抑制したことが一因であると考えられる。

（２）資源と海洋環境の関係

仙台湾～常磐沿岸の海洋環境と卓越年級の発生年の関係を解析した結果、８月の高水温

が卓越年級発生の必要条件である可能性が示唆された（栗田ほか、2006）。適当な時期に

産卵が行われていること、浮遊期の生残がよいこと、着底場所のアミの生産量が多いこと

等が卓越年級発生の必要条件であると予想され、これらの全ての条件を満たしたときに卓

越年級が発生すると考えられる。従って、資源と海洋環境の関係を調べるためには、産卵

から漁獲加入までのいくつかの重要な過程を、同時同所的に調査することが重要である。

なお、８月の高水温は、浮遊期の生残と着底場所のアミの生産量に関係する可能性が考え



られる。

（３）種苗放流効果

平成14～16年の混獲率は、北部（青森県、岩手県の平均）で3.8～13.8％、南部（宮城

県～茨城県）で19.0～23.3％であった。また、天然魚の加入量が多い年は混獲率が減少し、

天然魚の加入量が少ない年には混獲率が増加する。したがって、種苗放流は資源変動を安

定させる効果があると思われる。

６．2007年ＡＢＣの算定

（１）資源評価のまとめ

2000年前後までは、1994、95年に発生した卓越年級およびそれらの再生産によって資源

量は高い水準に維持されていた。しかしここ数年は加入量水準が低く、資源量は低位水準

である。2004年級群の豊度は比較的高く、2005年級群の豊度は非常に高いと予想されるこ

とから、資源量は増加に転じたと予想される。５年後（2011年）の産卵親魚量（雌のみ）

が過去15年間の平均レベル（福島県の産卵親魚量168トン）であることを目標として、

を設定した。Flimit

（２）ＡＢＣの算定

ヒラメは７月１日を年齢起算日としているため、解析では漁獲年度を７月１日から翌年

６月31日として計算している。例えば2004漁獲年度は2004年７～2005年６月を指す。2007

年のＡＢＣは、2007年７月～2008年６月（2007漁獲年度）の期間を対象として算出した。

2011年度の産卵親魚量が過去15年間の平均水準である168トン（福島県）になることを

管理目標とした。2005年度および2006年度の雌の漁獲係数は、2004年度の雌のコホート解

析より得られた値（直近年５年の平均）と同じ値を用いた。また、2005年度の１歳の資源

尾数は、2005年度の１歳の漁獲尾数（2005年７～12月の1歳の漁獲尾数に、７～12月と翌

年１～６月の漁獲尾数の関係式から推定される2006年１－６月の１歳の漁獲尾数を加えた

値）、自然死亡係数、および漁獲係数を用いて算出し、2006年度以降の１歳の資源尾数は

2001～2005漁獲年度の平均値で一定であると仮定した。2007年度以降のＦの値を変化させ

てシミュレーションを行った結果、2004～2006年度のＦの0.91倍にすると、2011年度の産

卵親魚量が168トンとなった（図11）。従って0.91×ＦcurrentをＦlimitとして、雌雄そ

れぞれについて2007漁獲年度（2007年７月～2008年６月）の漁獲量を推定した。この値を

過去５年間の福島県の漁獲量に対する東北海域（青森～茨城県）の漁獲量の割合（4.66

倍）で引き延ばした（図12）。その結果、太平洋北部系群の許容漁獲量の上限値（ＡＢＣ

limit）は1.22千トン、許容漁獲量の目標値（Ｆtarget、0.8×Ｆlimit）は1.05千トン

（ＡＢＣtarget）となった。

なお、本解析ではいくつかの仮定をおいており、ＡＢＣlimitおよびＡＢＣtargetの数

値の精度は粗い。特に漁獲加入量水準の影響が大きく、2006年以降の加入量が仮定値（20

01～2005年の平均値）よりも多ければＡＢＣの値は上方に、少なければ下方に変動する。
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25とし、各齢の中間時点での体重は、本文に掲載した北部の成長式および全長－体重関係

式から計算した。

青森県の年齢別漁獲尾数の結果（補１－図１）を福島県の結果（本文図５）と比較する

と、青森県では１歳が２歳以上に比べて非常に多く漁獲されているのが特徴である。また、

青森県で2000年（1999年級）に認められた１歳魚漁獲尾数のピークは福島県では顕著では

ない。さらに、青森県では極端に少ない１歳魚の漁獲尾数が2004年（2003年級）に認めら

れたが、福島県では2003年（2002年級）が近年では最低の水準であった。

コホート解析の結果（補１－表１）、青森県における漁獲係数Fは雌雄それぞれ1.12、1.

18と、福島県（0.66および0.85）に比べて高い値となった。このことは、青森県における

漁獲物が若齢個体（小型個体）に偏っていることから、妥当な結果であると考えられる。

本文でも記したように、ヒラメの漁獲量の長期変動は東北海域内の南北で一致している

が（本文図４）、各年の増減を解析すると上述のように南北の違いが認められる。また、

漁獲物の年齢組成や漁獲係数が異なっている。これらのことから、南部（福島県）と北部

（青森県）を分けてコホート解析を行うことは意味があると思われる。来年度以降もデー

タの収集および解析方法の検討を継続して行う計画である。

補１－表１．青森県の漁獲データに適用したコホート解析の結果.
年齢別漁獲尾数(x10^3 尾)（雌）
年齢/漁期年 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
1 428.5 833.6 1533.6 873 4 815.8 444.3 22.5
2 385.6 273.3 457.3 314 9 272.8 149.3 150.7
3 68.3 46.2 95.1 43.6 56.5 38.5 48.4
4+ 12.5 7.4 16.2 11.4 14.9 42.8 27.8

合計 894.8 1160.5 2102.2 1243 4 1160.1 674.8 249.4
漁獲量(t) 470.9 496.0 898.7 539.1 513.8 348.4 200.6

年齢別資源尾数(x10^3 尾)（雌）
年齢/年 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
1 1046.5 1681.0 2346.9 1451 2 1236.3 779.1 37.4
2 587.2 462.5 612.1 521 6 389.9 267.7 231.5
3 88.3 74.7 128.8 84.4 139.3 70.4 82.6
4+ 18.0 11.9 22.0 22.0 36.8 78.4 47.4

合計 1740.0 2230.2 3109.8 2079 3 1802.3 1195.6 399.0

F-Matrix（雌）
Age/Year 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
1 0.61 0.80 1.29 1.10 1.32 1.00 1.10
2 1.31 1.07 1.77 1.11 1.50 0.97 1.28
3 1.96 1.16 1.71 0.85 0.60 0.93 1.05
4+ 1.96 1.16 1.71 0.85 0.60 0.93 1.05

Weight.Aveg. 1.03 0.88 1 42 1.09 1.32 0.99 1.20
Fbar 1.46 1.05 1.62 0.98 1.01 0.96 1.12

年齢別資源重量 (ton)（雌）
Age/Year 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
1 329.8 529.7 739.5 457 3 389.6 245.5 11.8
2 370.9 292.2 386.6 329 5 246.3 169.1 146.3
3 91.3 77.3 133.3 87.4 144.1 72.9 85.5
4+ 31.3 20.7 38.2 38.2 63.8 136.1 82.4

Total 823.3 919.9 1297.6 912 4 843.8 623.5 325.9
SSB 122.6 98.1 171.5 125 6 208.0 208.9 167.8

年齢別漁獲尾数(x10^3 尾)（雄）
年齢/漁期年 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
1 188.6 314 5 624.3 369.0 340.2 182.8 14.1
2 126.8 101 0 184.5 156.4 117.8 70.4 49.8
3 24.3 16 6 29.4 15.5 18.1 11.0 12.1
4+ 8.0 4 9 8.4 4.5 8.0 12.7 4.6

合計 347.7 437 0 846.6 545.4 484.2 276.9 80.6
漁獲量(t) 144.3 156 9 299.2 199.1 177.2 108.9 43.5

年齢別資源尾数(x10^3 尾)（雄）
年齢/年 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
1 432.0 681 4 998.2 618.0 523.1 299.4 23.7
2 183.7 170 0 253.2 226.4 155.7 107.1 71.8
3 35.7 31 2 43.3 34.4 38.4 17.2 21.3
4+ 13.0 8.5 12.4 10.0 16.9 20.0 8.1

合計 664.4 891.1 1307.0 888.8 734.0 443.7 124.9

F-Matrix（雄）
Age/Year 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
1 0.68 0.74 1 23 1.13 1.34 1.18 1.12
2 1.52 1.12 1.75 1.53 1.95 1.36 1.54
3 1.47 0.93 1 47 0.72 0.77 1.27 1.03
4+ 1.47 0.93 1.47 0.72 0.77 1.27 1.03

Weight.Aveg. 1.06 0.84 1 36 1.23 1.45 1.23 1.36
Fbar 1.29 0.93 1 48 1.02 1.21 1.27 1.18

年齢別資源重量 (ton)（雌）
Age/Year 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
1 120.1 189 4 277.4 171.7 145.4 83.2 6.6
2 93.8 86 8 129.3 115.6 79.5 54.7 36.7
3 27.1 23 6 32.8 26.1 29.1 13.1 16.2
4+ 14.2 9 3 13.6 10.9 18.4 21.8 8.9

Total 255.2 309.1 453.1 324.4 272.4 172.8 68.3
SSB 41.3 32.9 46.4 37.0 47.5 34.9 25.0






